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１． 本課題の研究の背景、目的、関係するプロジェク

トとの関係 

我々は、京コンピュータ上で動作するソフトウェア

開発プロジェクト「グランドチャレンジアプリケーシ

ョン」に参加し、生命体データ同化ソフトウェア

「LiSDAS」(Life Science Data Assimilation System) の開

発を実施している。「京」での大規模ノード利用開始に

先立って、所内計算機では不可能な数千並列での並列

化性能を測定するために RICC を利用した。 

 

２． 具体的な利用内容、計算方法 

LiSDAS は細胞内の信号伝達モデルのシミュレーショ

ン、および実験データからベイズ推定によりモデル・

パラメータを決定するアプリケーションである。 

 昨年度までに哺乳類概日周期変動モデルをテストベ

ットとして 8192並列まで線形に近い台数効果が出てい

ることを確認しているが、「京」で推奨されているプ

ロセス並列とスレッド並列とのハイブリッド並列には

対応していない。また、事前分布の設計が適切ではな

いために実験を再現するパラメータが推定できない問

題があった。今年度はこの 2点に対する改良を行った。 

 
３． 結果 

 MPI と OpenMP とを用いたハイブリッド並列を用いた

実装でも 8192並列(8スレッド×1024並列)まで線形に

近い並列化性能が得られた。また、昨年度と同じテス

トベットを用いた推定実験では、図に示すようにサン

プリングを反復することで実験を再現する解を与える

パラメータに到達できることを確認した。 

４． まとめ 

 哺乳類概日周期変動モデルを対象として、パラメー

タの推定を可能にする事前分布を設計した。さらに、

「京」で求められるハイブリッド並列のもとで並列化

性能が得られることを確認した。 
 

５． 今後の計画・展望 

 設計した事前分布の構成手続きは、テストベッドに

特化した部分が残されている。他のパスウェイ・モデ

ルに適用できるような一般化を図りたい。 

 

６． RICC の継続利用を希望の場合は、これまで利用

した状況（どの程度研究が進んだか、研究におい

てどこまで計算出来て、何が出来ていないか）や、

継続して利用する際に行う具体的な内容 

 大規模並列ジョブ実行のための週末運用を利用して、

大規模並列化へのコードの対応を進めることができた。 

 我々は、これまでに開発したデータ同化アルゴリズ

ムを汎用ライブラリとして公開することを計画してい

る。平成 24年度は、このライブラリの動作試験・性能

測定を行うために RICCを利用したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 観測データ ー 最終的な MAP 解   ー MAP 解の更新履歴 

図  推定結果 
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